
 ※事務局記入欄 

№ 205 

【様式２】 

エントリー学校名：岩手県 一関市立花泉小学校 

活動名： 体力向上マネジメント 
～業務改善の視点を通して～ 

解決すべき課題︓ 生きる力を育むために、知徳体の調和のとれた育成をすることが求められているが、｢体｣に
ついては体育授業については行事との関連や運動量について、全校体力向上の取り組みについては、生涯体
育の観点や業務改善の点から課題がある。（図１）そこで、本校の学校教育目標の「元気な子」の具現化
のために、体育授業と体力向上の取り組みについて見直し、改善することで、学校全体を活性化したいと考え
た。 
目標・方針：上述の課題を解決するために、以下の 3 点の取り組みをすることで、授業力の向上と進んで運
動に取り組む児童が育成され、学校全体の活性化が図られると考えた。 

1. 体育授業力の向上と学習環境の整備 
2. 体育的行事のスリム化 
3. 全校体力向上の取り組みの見直しとミドルリーダーの育成 

活動内容︓  
１.学校経営の柱として「元気な子 育成プラン」を作成し、方針を示した。（図４） 
２.校内研の中で、目指す体育授業（図２・３）について共通確認し、授業実践を行った。 
３.総務会と担当者との打ち合わせで、新型コロナ感染症感染予防と業務改善の両方の視点から体育的行
事の見直しを図った。 

４.いわて６０運動の取り組みを積極的に取り入れ、全校の体力向上の取り組みを組織的に行った。 

活動の成果︓  
１.体育的行事の見直しを図ることで、行事に振り回されず、体育授業の充実につなげた。（図５） 
２.校内研や体育学習会等（写真１）で具体的な実践を示すことで、目指す授業像が共有化され、授業
の取り組み方に変化が見られた。また、体力向上につながる学習環境も整ってきた。 

３.６０運動の取り組みの中で、８秒間走・８秒間鉄棒等（写真２・３）のように子ども達にとって魅力的
で効果的な取り組みができた。また、ステップ 8000（万歩計を活用した１日の運動量調査）のように取り
組みを可視化したりすることで、運動に意欲的に取り組むことができた。 

４.体育指導担当・60 運動推進担当者と連携し、より効果的な方法を指導助言することで、ミドルリーダーの
育成につながった。  

アピールポイント（アイディアや工夫）︓  
１.体育的行事のスリム化を業務改善・授業力向上につなげた点。 
２.全校体力向上の取り組み（業間運動）を多様的にまた、効率よく行った点。 
３.授業力向上・体力向上にかかわる取り組みについて、担当者が課題意識をもち、組織的に推進できるよう
にしたことを、学校全体の活性化につなげた点。 

 

図１：体育授業の課題      図２：体育授業の役割       図３：目指したい授業 
 

 

 

 

 

 

 

 

 図４：元気な子育成プラン 
 

 

 

 

 

 

 

                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図５：体育的行事スリム化案             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１：体育学習会        写真２：８秒間走        写真３：８秒間鉄棒 

 

 

 

 

 

 
 




